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ヨハネによる福音書 6:22-40；「天からのパン」――2026
年7月5日 
I. ようこそ 

A. おはよう！オハイヨゴザイマス！。皆さん、7月4日

の週末を楽しく過ごせたことを願っている。昨日は

一日中ほとんど雨が降っていたが、それぞれの場所

から花火を少しは眺めることができたことを願って

いる。 

1. 初めてお越しの方や、オンラインで視聴されてい
る皆さん、ようこそ。 

B. 子供たちを日曜学校へ送り出す前に、今週後半に転

勤となる私たちの大切な家族のために、ほんの数分

間祈りを捧げたい。 

1. トーレス一家は、この3年間、カルバリーでの

奉仕活動において欠かせない存在であり、彼ら

と共に過ごせたこの期間について、主に対して

永遠の感謝を捧げている。 

2. ジェイソン、カイリー、ジャスティン、レイシ

ー、そしてベイビー・Tは米国へ戻り、ジェイソ

ンはそこで軍人としてのキャリアを続けることに

なる。彼らが人生の次の季節と新たな章に向けて

準備を進める中、私たちは彼らのために祈り、主

への感謝を捧げたい。 

3. （会衆と指導者が家族に手を置き、祈る。） 

C. 皆が席に戻る間に、このタイミングで小学生の子

供たちも解散させよう。 

1. （第2礼拝：聖書英語クラスも同様） 

D. 今朝は、ヨハネの福音書の学びを続ける。また、今

月は最初の日曜日であるため、聖餐式を行う時間も

設ける。 

1. ヨハネの福音書を共に学ぶこの時間が、

礼拝の締めくくりである聖餐の備えとな

ることを願っている。 

E. ヨハネの福音書の学びといえば、さあ、聖書

を開いて、ヨハネの福音書第6章の箇所を開い

てみてほしい。 

1. 本日は、ヨハネによる福音書第6章の学びを

続ける。聖書の箇所はヨハネ6章22節から40

節で、メッセージのタイトルは「天からのパ

ン」だ。 

2. このメッセージは、おそらく2回に分けて行

うことになるだろう。今週、メッセージの前

半では、「『天からのパン』をめぐる対話」
について見ていく。主の御心があれば、来週

は41節から59節を取り上げ、「『天からのパ

ン』の受け取り」について考える予定だ。 

F. 皆さんも、すでにヨハネによる福音書第6章を

開いてくれていることを願う。もしそうなら、

主とその御言葉を敬うために、皆さん全員、立

ち上がってほしい。 

1. 私の聖書から本文を読み上げる。NJKV版聖書

から読む。別の訳本を読んでいる人は、私が

読むのに合わせて、自分の聖書でできるだけ

追いかけてほしい。 

2. ヨハネは次のように物語を続けている……（R 

& P） 
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G. 復習と導入ここ数週間、私たちはヨハネによる福音書第 
6章の詳細を学んできた。第6章は実はヨハネの福音書の

中で最も長い章なので、おそらくあと数週間はこの章を

取り上げることになるだろう。 

1. 2週間前、1～13節では、5,000人の給食の出来事につ

いて取り上げた。群衆の中に女性や子供は含まれてい

なかったことを考えると、実際には10,000人以上だっ

た可能性が高い。 

a. イエスと弟子たちは、特に多忙だった宣教の時期か

ら離れて休息し、体力を回復しようとしていたが、

群衆は彼らを追いかけてきた。 

b. イエスは群衆を見て、彼らに深い憐れみを覚え、大

麦のパン5つと小さな魚2匹で全員に食べ物を与える

ことにした。 

c. イエスはパンと魚を奇跡的に増やし、そこにいた全

員が心ゆくまで食べられるようにした。皆が満足す

るまで食べ、弟子たち一人ひとりが残りをかごいっ

ぱいに集めるほど余った。 

2. そして先週、私たちは群衆への給食の後、弟子たちが

ガリラヤ湖を渡ろうとした際に大嵐に遭遇した出来事

を詳述した箇所を学んだ。 

a. 弟子たちは、ガリラヤ湖を渡ろうと、何時間も海の

上で立ち往生していた。いくら漕ぎ続けても、全く

前進できなかったのだ。 

b. 実はイエスは、弟子たちをこの嵐の中に一人で送り

出したのだ。イエスは、パンと魚を食べた群衆を解

散させている間、弟子たちに舟に乗り込み、自分抜

きで向こう岸へ渡るように命じた。 

c. 今回の学びでは、イエスがこうした行動をとった

のには、おそらく二つの理由があったと指摘

した。 

i. 第一に、イエスは弟子たちを誘惑から守ろう

としていたのだ。群衆はイエスを力ずくで捕

らえ、自分たちの王にしようとしていた。弟

子たちもそれに乗り気だったに違いない。そ

こでイエスは、事態が手に負えなくなる前

に、弟子たちを先に行かせたのだ。 

ii. そして第二に、イエスは彼らを誘惑から守る

だけでなく、彼らの信仰を試すための試練へ

と導いていたのだ。イエスは、弟子たちが嵐

にどう対応するかを見極め、その嵐を利用し

て、イエスと共に歩む道のりの後半で必然的

に訪れるであろう嵐に備えさせたかったの

だ。 

d. 弟子たちが嵐の中を懸命に漕ぎ進む間、イエ

スは彼らを見守り、彼らのために祈っておら

れたことがわかる。 

i. イエスは彼らを見捨てなかった。彼らを見守

り、彼らのために祈り、そして夜の第四番目

の番の頃、水の上を歩いて彼らのもとへやっ

て来たのだ。 

e. イエスは弟子たちを嵐の中に送り出した方で

あったが、同時に彼らを嵐から救い出した方

でもあった。 
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f. イエスは彼らのもとへやって来て、慰めと励ま

しの言葉をかけ、「勇気を出しなさい。わたし

だ。恐れることはない」と言われた。 

g. 弟子たちは喜んでイエスを舟に迎え入れた。そ

うすると、風と波は静まり、彼らは奇跡的にガ

リラヤ湖の西岸にある目的地に到着した。 

H. 今朝の聖書箇所は、その翌日の出来事を描いてい

る。22～25節にあるこの箇所の冒頭をもう一度見て

みよう。 

II. ヨハネによる福音書 6章22～25節；群衆 

A. さて、大群衆への給食の翌日、人々はイエスがど

うなったのか気にかけていた。 

1. イエスに食事を与えられた後、どれほどの人々が

その場に留まっていたのか、聖書には記されてい

ない。しかし、イエスを探してその周辺に留まっ

ていた者もいた。 

2. 彼らは、そこにあった唯一の舟が前夜、イエスの

弟子たちを乗せて出航したことに気づいたが、イ

エスご自身が彼らと一緒に舟に乗らなかったこと

に気づいたのだ。 

3. どうやら嵐の間、ガリラヤ湖の西側にあるティ

ベリアスから出航した船のいくつかは、前日に

群衆に食が与えられた場所の近く、湖の東岸に

避難しようとしたようだ。 

4. そこで、人々はイエスがもはやその周辺にいない

と確信すると、そのうちの何人かはティベリアス

から来た船に乗り込み、ガリラヤ湖を渡って対岸

のカペナウムへと戻った。そこは、イエスが宣教

活動の一種の拠点として定めていた場所だった。 

5. 彼らはイエスを探し、やがて見つけ出した。そ

して、イエスを見つけると、「ラビ、いつここ

に来られたのですか」と尋ねた。 

6. 彼らがイエスに尋ねたのが「いつここに来られた

のですか？」であり、「どうやってここに来られ

たのですか？」ではなかったというのは、私にと

って興味深いことだ。 

a. 彼らの観察はすべて、舟に気づき、イエスがど

の舟にも乗っておらず、しかもどこにも見当た

らないということに集中していた。私は、彼ら

が「いつここに来られたのですか」ではなく、

「どうやってここに来られたのですか」と尋ね

るだろうと思っていた。 

b. そして、このことから、彼らの考え方を少しう

かがうことができるかもしれない。 

c. 考えてみてほしい。どこかで誰かを見かけて

「いつここに来たのか」と尋ねる時、たいてい

は相手がそこにどれくらいいるのかを知りたが

っている。何か見逃したことはないか確認する

ためだ。「どれくらいここにいるんだ？ 何か

見逃したか？」と、相手の存在に気づかなかっ

た時間を埋め合わせたいのだ。 

d. そして、彼らにとって重要なのは、どうやら

この点だったようだ。彼らにとって重要なの

は、イエスがどうやってそこにたどり着いた

かではなく、いつそこに着いたのか、そして

自分たちが何かを見逃したかもしれないとい

うことだった。 
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7. さて、24節の終わりには、人々がイエスを探して

いたと記されている。「探し求める」という言葉

は、イエスを見つけたいと願う群衆の努力を暗示

している。それは、何かや誰かを見つけようと努

めること、あるいは熱心に探し求めることを意味

する。 

8. これらの人々は熱心にイエスを求めていたが、

これから見ていくように、その理由は正しいも

のではなかった。 

B. 今日、イエスを求めている人は多いが、彼らは間

違った理由と間違った心でイエスを求めているの

だ。 

1. 人々は、イエスから何かを得られることを期待し

てイエスを求めている。人生のあらゆる悩みや心

配事がイエスによって取り除かれると期待した

り、そう考えたりしてイエスを求めているのだ。

また、イエスが自分たちを健康にし、富を与え、

知恵を授けてくれると信じ、そう考えてイエスを

求めている。しかし、イエスはそうしたことを何

も約束してはいない。 

2. ある人々は、あたかもイエスが火災保険のような

もの、あるいは地獄から逃れるための「フリーパ

ス」であるかのようにイエスを求める。彼らはイ

エスを主であり救い主であると公言しながらも、

イエスを信じると口にするだけで地獄に行かずに

済むと期待し、イエスやその御言葉とは全く相反

する生き方をしているのだ。 

3. 聖書は申命記4章で、イスラエルの民について、

彼らが心を尽くし、魂を尽くして主なる神を求め

れば、主を見いだすだろうと宣言している。[申

命記4:29] 

4. これはエレミヤ書にも反映されており、主は

「あなたがたが心を尽くしてわたしを求めると

き、わたしを見いだす」と宣言している。（エ

レミヤ29:13） 

5. また、使徒行伝には、主は私たち一人ひとり

から遠く離れてはいないと記されている。[使

徒17:27] 

6. 神は私たちの近くにおられる。神は隠れてはいな

い。気難しそうに振る舞ったり、見つかりにくく

したりしているわけでもない。神はそこにいて、

私たちが正しい心、すなわち誠実で悔い改めた心

をもって神を求めるのを待っておられる。そし

て、もし私たちが正しい心で、全き心をもって神

を求めるなら、神は見出されるだろう。神は両手

を広げてそこにいて、私たちを受け入れる準備が

できているのだ。 

7. ヤコブは、神に近づくよう私たちに勧めており、

[私たちが神に近づけば]神も私たちに近づいてく

ださると約束している。（ヤコブの手紙 4:8a） 

C. これらの人々はイエスを求めていたが、正しい理

由や正しい心で求めていたわけではなかった。 

1. 神は私たちが神を求め続けることを望んでおられ

るが、私たちは正しい理由と、正しい動機と心を

持って神を求めていることを確かめなければなら

ない。 

D. ここから、次の聖書箇所へと進み、イエスを求めた

人々に対してイエスがどのような答えを語られたか

を見ていこう。26節と27節を一緒に読もう。 
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III. ヨハネによる福音書 6章26-27節；イエス 

A. イエスは、カペナウムにいつ到着したかという人々

の質問に答えることなどせず、代わりに彼らに対し

て鋭い叱責を浴びせた。彼らがイエスを求めた唯一

の理由は、パンを食べて満腹になったからに過ぎな

いと述べたのだ。 

1. 五千人の給食は、しるしとなるはずだった。し

るしとは、自分たち自身を超えた何かへと導く

ものである。しるしは、より偉大で、より意義

深く、より重要な誰かや何かを指し示すもの

だ。 

2. 五千人の給食は、イエスとその神性を指し示し、

神の子としてのイエスの正体を指し示すしるしと

なるはずだった。 

a. 先週、イエスが海の上で弟子たちのところに来

られた際、私たちはこの点を指摘した。イエス

は彼らに「わたしだ」と、「エゴ・エミ」、「I 

AM」と語った。イエスは弟子たちに、ご自身を

「偉大なる『I AM』」として示していたのだ。 

b. 弟子たちもまた、五千人の給食というしるしを

理解していなかった。彼らの心は硬く閉ざされ

ており、イエスが何を指し示そうとしていたの

かを見抜けなかったのだ。そこでイエスは舟の

上で弟子たちのところへやって来て、大胆に

「ワエ・エミ」と宣言した。それは、神がモー

セに与え、イスラエルの民に御自身を明らかに

するために用いたまさにその名を、御自身に帰

したのだ。 

3. 人々はしるしを見逃していた。彼らは、そのしる

しや、イエスが彼らに示そうとしていたことを理

解したからイエスのところに来たのではない。腹

がいっぱいになったから、イエスのところに来た

のだ。 

4. 彼らがイエスを求めたのは、イエスが無料で食

事を与えてくれたからであり、もっと欲しかっ

たからだ。 

B. 27節で、イエスは、朽ちる食物を求め、この世の

一時的で物質的なものにばかり目を向けている

人々を叱責する。 

1. イエスはこう述べている。「朽ちる食物のために

働くのではなく、永遠の命に至る食物のために働

け。それは人の子があなたがたに与えるものであ

る。父なる神が彼に御印を押されたからである」

――いわば、神ご自身による承認の印である。 

2. イエスは彼らに、一時的なものにこだわるのをや

め、永遠のものに目を向けるよう告げている。こ

の世の物質的な事柄を考えるのをやめ、霊的な事

柄について考え始めるのだ。 

3. 彼らは、霊的な事柄よりも、腹を満たすことの方

を気にかけていたのだ。 

4. そして、今日でもこのようなことがどれほど頻繁

に起きていることか。現代の人々は、永遠の霊的

な事柄よりも、この世の一時的な物質的な事柄

に、はるかに気を取られていることが多い。 

a. 人々は自分の資産や株式、預金口座に過度の関

心を向ける一方で、神の御国への永遠の投資を

完全に無視してしまう。 

b. 人々は、霊的な健康よりも肉体的な健康に重点

を置く。体を鍛え、定期的に運動することは欠
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かさないが、祈りや聖書を読むといった霊的な

鍛錬には手を付けようともしない。 

c. 人々は生涯の貯蓄を積み上げ、定年後の生活

に向けてあらゆる計画や目標を立てるが、死

後の人生に向けた計画を立てることには全く

関心を向けない。 

5. 私たちは、霊的なことや永遠のものを無視し

て、物質的かつ一時的なものに過度に注目して

しまうことのないよう、自分の心を守らなけれ

ばならない。 

6. この地上の命は短い。それはただの一瞬の霧

に過ぎない。私たちの命は、ある日はここに

あり、次の日には消え去ってしまう。私たち

は、本当に重要なこと、すなわち霊的なこ

と、永遠のことへと焦点を合わせていること

を確かめなければならない。 

C. イエスは人々に、朽ちてしまう肉体の糧のため

に働くのではなく、永遠の命に至る糧のために

働くよう勧めた。そして[イエスはこう言った]、

「人の子があなたがたに与える」と。 

1. もちろん、イエスは「人の子」としてご自身

を指している。すなわち、永遠の命を与える

力を持つお方だ。神の印を授かり、父なる神

からの承認の刻印を持つお方である。 

D. 読み進めて、28節で人々がイエスにどう応答し

たか見てみよう。 

IV. ヨハネによる福音書6章28節；民 

A. イエスは、「朽ちる食物のために労してはなら

ない」と言われたが、ユダヤ人たちは「労す

る」という言葉に注目した。 

1. 「労する」という言葉は、働きを意味し、成

果を意味し、行動を意味する。人々は、神の

働きを行うために何をしなければならないの

かを知りたがっているのだ。 

B. ユダヤ人たちは、行いに基づく宗教に囚われて

いた。神に認められ、神の計画や御旨の一部と

なるためには、ある種の行いを成し遂げなけれ

ばならないという信念に囚われていたのだ。 

C. イエスは、永遠の命に至る糧について語った
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が、ユダヤ人たちは誤って、その霊的な糧、す

なわち永遠の命に至る糧を得るために、自分た

ちで何かを成し遂げればよいと考えていた。 

1. 彼らは、永遠の命に至るその特別な糧を受

け取るために、何をすべきか知りたがって

いた。 

2. しかし、これは何かをして得るものではな

い。これは、私たちの善行に対する報酬と

して支払われるようなものでもない。 

3. 多くの教派や偽りの宗教団体は、行いに基づ

く宗教を推進している。彼らは、霊的な祝福

を受けるためには行いが必要だと教えてい

る。彼らは、神に受け入れられたり祝福され

たりするためには、特定の善行を行わなけれ

ばならないと考えている。 

a. 彼らは、十分に施しをすれば、あるいは十

分に教会に通えば、あるいは一定数の人に

証しをすれば、あるいは十分に聖書を読

み、十分に祈れば、いつか神が善行に対し

て報いてくださり、これらの霊的な祝福を

与えてくださる、あるいはさらに悪いこと

に、天国に迎え入れられるためにはこうし

たことが必須だと考えているのだ。 

b. 天国に入るのは、単に一定量の善行や善き

行いをすること次第だ、あるいは、最終的

に善が悪を上回っていれば天国に行けるの

だ、と。 

c. それは単に真実ではない。聖書が教えて

いることは、全くそうではないのだ。私

たちが天国に入れるのは、自分たちが何

かをしたからではなく、イエスがすでに

私たちのために成し遂げてくださったす

べてに基づいているのだ。 

d. 天国に入り、永遠の命に至る霊的な糧を

受けることは、純粋にイエス・キリスト

とその 

カルバリの十字架上で成し遂げられた御業

と、その後の死からの復活だ。それは、あな

たや私が何をするかとは何の関係もない。 

e. イエスが十字架の上で亡くなられた時、「すべ

ては成し遂げられた」と宣言された。その業は

すでに成し遂げられている。イエスがすべてを

成し遂げてくださったのだ。イエスはあなたや

私のために代価を支払ってくださった。だから

こそ、私たちがそれを支払う必要はなくなった

のだ。 

f. そのことを神に感謝しよう。もしそれが私た

ちに任されていたなら、誰も自分が負うべき

代価を払い、天国に入ることはできなかった

からだ。私たちには、それだけの価値がな

い。どんなに多くの善行や善き行いを積んで

も、その代価を支払うことはできず、天国へ

の入場や永遠の命を得ることは決してできな

いのだ。 

D. そして、イエスは人々への答えの中で、まさにそ

のことを指摘している。29節を見てみよう。 

V. ヨハネ6:29；イエス 

A. イエスは、神の業とは、御自身が遣わした方を信

じること、すなわちイエスを信じることであると
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告げ、彼らの考え方を正した。 

1. 私たちが天国に入る唯一の道、永遠の命に至る霊

的な糧をいただく唯一の道は、イエスを信じるこ

とだ。 

B. その業はすでに成し遂げられている。 

1. それは、父なる神が御自身のひとり子である御子

をこの地上に遣わし、御子が罪のない完全な生涯

を送り、その後、私たちへの愛の証しとしてカル

バリの十字架上でその命を捧げたときに成し遂げ

られたのだ。 

2. 救われるために残された唯一のことは、御子を信

じること、すなわち父が遣わされた方を信じるこ

とだ 

a. ヨハネによる福音書3章16節はこう証してい

る。「神は、その独り子をお与えになったほど

に、この世を愛された。それは、彼を信じる者

が、だれであれ滅びることなく、永遠の命を得

るためである。 神は、御子をこの世に遣わされ

たのは、世を裁くためではなく、御子によって

世が救われるためである。御子を信じる者は裁

かれない。しかし、信じない者はすでに裁かれ

ている。それは、神の独り子のお名を信じなか

ったからである。」（ヨハネ3:16-18） 

b. すべては御子を信じることに尽きる。十字架で

の成し遂げられた御業と、その後の復活を信じ

ることだ。あなたや私、そして信仰によって御

元にやって来るすべての人々のために、御子が

身代わりとなって死なれたことを信じること

だ。 

c. これは、使徒パウロがフィリピの獄吏に語った

ことと同じである。獄吏がパウロとシラスに

「先生方、救われるためには、どうすればよい

のか」と尋ねたとき、彼らは彼にこう答えた。

「主イエス・キリストを信じなさい。そうすれ

ば、あなたもあなたの家族も救われる。」（使

徒16:30-31） 

d. エペソ人への手紙は、私たちが「恵みにより、

信仰によって救われるのであり、それは自分た

ちから出たものではなく、神の賜物であり、行

いによるものではない。だれも誇ることがない

ようにするためである」と、非常に明確に述べ

ている。（エペソ2:8-9） 

e. ローマ人への手紙3章24節には、私たちがキリ

スト・イエスにある贖いによって、神の恵みに

より無償で義と認められると記されている。（

ローマ3:24） 
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C. 業はすでに成し遂げられている。残された唯一のこ

とは、父が遣わされた方を信じることであった。イ

エスを信じることだ。さて、人々がイエスの招きに

どう応えるか見てみよう。30節と31節を読んでみよ

う。 

VI. ヨハネ6:30-31；人々 

A. 人々はイエスの意図を理解していた。イエスが自分

たちにイエスを信じることを望んでいることを知っ

ていたが、そうする代わりに、イエスを信じる代わ

りに、彼らはしるしを求めた。 

1. 彼らはイエスに、それを証明するためにしるしを

行ってほしいと望んだ。すなわち、御業を見てか

らイエスを信じたいと願ったのだ。彼らは、神が

天からのパンを与えてくださったという詩篇78篇

24節の聖句を引用し、霊的なふりをさえしようと

した。[詩篇78:24] 

2. しかし、見ることは信仰につながらない。しる

しや不思議を見ることは、さらなるしるしや不

思議を見たいという欲求を生み出すだけだ。 

3. 多くの人が主張するかもしれないが、見ることは

信じることに等しくない。 

4. 証拠が欲しいなら、ここ数週間、ヨハネによる福

音書第6章で読んだ内容を見ればよい。ちょうど

前日、イエスは彼らのためにしるしを行われた。

五つのパンと二匹の魚で、1万人もの人々に奇跡

的に食べ物を与えられたのだ。 

5. 今日、イエスが語りかけている人々は、昨日イ

エスが養った人々と同じだ。今日、しるしを求

めている人々こそ、昨日そのしるしを目の当た

りにし、体験した人々そのものなのだ。 

6. 彼らに別のしるしを見せても、何も変わらなかっ

ただろう。 

B. 彼らがしるしを求めたことは、実のところ、彼らが

依然として物質的なものを追い求めていることの表

れだった。彼らは依然として物質的なことにばかり

目を向け、霊的なことには関心を示していなかった

のだ。 

1. 彼らがイエスに何を提案したか見てみよう。彼

らは、荒野で先祖たちがマナを受けた事実を持

ち出した。マナとは、イスラエルの民が荒野で

40年間過ごした間、日曜日から金曜日まで毎日

天から降ってきたパンのような物質のことだ。 

a. それは安息日である土曜日には降らなかった

が、神は金曜日に二倍の分量を彼らに与え

た。そうすることで、土曜日に集める必要が

なく、それでも十分な食糧を確保できるよう

にしたのである。 

2. 彼らがイエスに何を言い、何を求めているか分か

るか。要するに、「確かに、昨日は1万人の私たち
を1日分養ってくれたかもしれない。だが、モーセ
はイスラエルの民が荒野をさまよっていた40年以
上にわたり、100万人以上を養い続けたのだ」と言
っているのだ。 

3. 彼らが何を望んでいるか分かるか？ 彼らは一生

涯、タダで食事が欲しいのだ。単に施しを求めて

いるに過ぎない。彼らは、神がマナを降らせてく

ださった時、先祖たちが経験したことに匹敵する

か、それを上回ることをイエスに求めているの

だ。 
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4. 彼らは霊的な事柄には関心がない。永遠の命や

永遠の世界などどうでもいいのだ。ただお腹を

満たし、二度と食べ物の心配をしなくて済むこ

とだけに関心があるのだ。 

5. 要するに、彼らはイエスにこう言っているのだ。

「一生食べさせてくれるなら、あなたを信じる。
これから40年ほど食べさせてくれれば、取引成立
だ」と。 

C. 32節と33節で、イエスが彼らにどう応答したか見て

みよう。 

VII. ヨハネ6:32-33；イエス 

A. イエスは再び彼らの考えを正した。彼らは、天から

のパンを与えたのはモーセだと信じていたが、実際

にはそのパンを与えたのは父であったのだ。 

1. イエスはさらに、父が彼らに天からの真のパン

を与えると述べている。なぜなら、天からの真

のパンとは、天から降りてきて世に命を与える

方その人だからだ。 

B. ここでイエスが言っていることを理解しよう。天か

らのパンには二つある。 

1. 神は、イスラエルの民にマナを与えたとき、最初

の天からのパンを与えた。神がイスラエルの民の

上に、地面の霜のように細かい小さな丸いものを

降らせたとき、イスラエルの民はそれを見て互い

に言った。「これは何だろうか？」［ヘブライ語

で「マン・フー」］。 

2. モーセは彼らにこう告げた。「これは、主があ

なたがたに食べさせるために与えてくださった

パンだ。」（出エジプト記16:15） 

3. しかし、その天からのパンは真の天からのパン

ではなかった。それは単なる型、つまり、神が

天から送り下し、イスラエルの民だけでなく全

世界に命を与える真の天からのパンを予表する

ものであったのだ。 

4. つまり、最初のマナは、イスラエルの民のこの世
の命を支えるために与えられたのだ。しかし、神
は天から真のパンを送っておられた。それは単に

この世の命を支えるだけでなく、永遠の命を与え
るものであり、イスラエルの民だけでなく、全世
界に与えられるものだったのだ。 

5. イエスは、最初のマナよりもはるかに偉大な

もの、すなわち天からのまことのパンについ

て語っていたのだ。 

6. 人々は、先祖たちが味わったもの、すなわちこ

の世の命を支えるマナと同じものを求めてい

た。しかし、イエスはそれよりもはるかに優れ

たもの、すなわち永遠の命を与えるものを彼ら

に差し出していたのだ。 

7. イエスはご自身を差し出していたのだ。しか

し、人々は盲目すぎてそれに気づくことができ

なかった。物質的なことにばかり気を取られす

ぎて、霊的なことを理解できなかったのだ。 

C. 34節で、彼らがイエスにどう反応したかを見てみよ

う。 

VIII. ヨハネ6:34；民 

A. 「このパンをいつも私たちに与えてください！」

これは、イエスが井戸端の女に「生ける水」につ

いて語った時の様子と非常によく似ている。 
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1. イエスは彼女にこう言われた。「この水［井戸の

水］を飲む者は、また渇くことになる。しかし、

わたしが与える水を飲む者は、決して渇くことが

ない。わたしが与える水は、その人のうちで、永

遠の命へと湧き出る泉となるのだ。」すると、そ

の女はイエスに言った。「先生、その水をくださ

い。そうすれば、私は渇くこともなく、ここへ水

を汲みに来る必要もなくなります。」 （ヨハネ

4:13-15）井戸のそばの女と同じように、ここにい

る人々もなお、霊的なものを肉体的なものと混同

している。彼らはこのパンを常に求めている。毎

日食べ物を与えてもらいたいと願っており、二度

と食べ物のことを心配したくはないのだ。 

2. 彼らはパンと魚を味わい、昨日は腹いっぱいにな

り、圧倒的な満足感を味わった。そして、それを

毎日のことにしてほしいと願っているのだ。イエ

スが一生涯、パンと魚を与えてくれることを望ん

でいるのだ。 

3. 彼らは依然として理解していない。そこで、イエ

スは前に出て、大胆に真実を告げる。イエスが彼

らにすべてを明らかにする、この箇所の残りの部

分を見てみよう。 

IX. ヨハネによる福音書 6:35-40；イエス 

A. イエスは彼らに「わたしこそが命のパンだ」とはっ

きりと告げる。わたしこそが天からのパンだ。それ

はわたしだ。わたしこそが、父が天から遣わした者

だ。わたしこそが、天からの真のパンだ。わたしこ

そが、あなたがたに語っているその方だ。 

1. これは実は、ヨハネが福音書全体を通して記

録している、七つの大胆な「わたしこそは」

という宣言の最初のものである。 

a. ここにあるのは、「わたしは命のパンである」

という言葉だ。 

b. ヨハネによる福音書第8章では、「わたしは世の

光である」となる 

c. 第10章では「わたしは門だ」と「わたしは良い

羊飼いだ」となる 

d. 第11章では「わたしは復活であり、命である」 

e. そしてヨハネによる福音書第14章で、イエス

は「わたしは道であり、真理であり、命であ

る」と宣言する 

f. そして最後に、ヨハネによる福音書第15章で、

イエスは「わたしはまことのぶどうの木だ」と

証しする 

2. これらの言葉の一つひとつは、モーセが神の名

を尋ねた際に、神ご自身がモーセに与えた名と

結びついている。神はモーセに「わたしは『わ

たしはある』である」と告げ、イスラエルの民

に「『わたしはある』がわたしをあなたがたの

もとに遣わした」と伝えるよう命じた（出エジ

プト記3:14） 

3. 神の御名は名詞ではなく、行為そのものである。

神は「ある」のだ。神は、私たちが神に求めるす

べてのものそのものである。神は十分であり、私

たちのあらゆる必要を満たしてくださる。 

4. イエスはこの言葉を用いることで、ご自身を「天

からのパン」であると示すだけでなく、御父なる

神とご自身を同一視している。すなわち、御父と

御子は一つであり、神が「ワレワレハ」であるの
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と同様に、イエスもまた「ワレワレハ」であると

いうことだ。 

B. イエスはこう述べている。「わたしは命のパンで

ある。わたしのもとに来る者は決して飢えること

がなく、わたしを信じる者は決して渇くことがな

い。」 

1. こうして、私たちは「来る」ことと「信じる」こ

ととのつながりを見出す。イエスのもとに来ると

いうことは、イエスを信じるということだ。来て

信じる者は満たされ、二度と飢えも渇きも味わう

ことはない。なぜなら、イエスが彼らのあらゆる

霊的な必要を満たしてくださるからだ。 

C. しかし、この人々は信じていなかった。イエスは

こう言っている。「しかし、わたしはあなたがた

に言った。あなたがたはわたしを見たのに、なお

信じないのだ。」 

1. この人たちはしるしを見たがっていた。彼ら

は、見れば信じるものだと思っていたのだ。

しかしイエスは、「あなたがたはわたしを見
ている。そして、わたしこそがそのしるしが

指し示していた者である。それなのに、なお

も信じない」と語っている。
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D. 37節で、イエスは、イエスへの信仰、すなわちイエ

スのもとに来ることは、父に由来するものであるこ

とを極めて明確に述べている。「父がわたしに与え

てくださる者は、みな、わたしのところに来る」。 

1. これは、神の主権、神の選び、神の選民について

語っている。父なる神が働きをなしておられ、イ

エスのもとに来るすべての人を、イエスに与えて

おられるのだ。神こそが働きの始まりである。父

なる神こそが、私たちを選ばれた方なのだ。 

2. エペソ人への手紙1章には、父なる神が「世界の

基が据えられる前から、キリストにあって私たち

を選び、御自身の御心の喜ばれるままに、イエ

ス・キリストによって御子としての養子縁組に定

め、愛のうちに御前で聖く、非難の余地のない者

となるようにされた。それは、御恵みの栄光を称

えるためであり、その御恵みによって、私たちは

愛する御子に受け入れられたのである」と記され

ている。（エペソ1:4-6） 

a. 神はあなたが生まれる前からあなたを選ばれ

た。そして、その選びはあなたの行いとは全く

無関係だ。あなたは何も勝ち取ったわけではな

く、神の選びに値するようなことをしたわけで

もない。あなたが成し遂げた善行は、神の選び

に何の影響も及ぼさなかった。神は世界の基が

据えられる前、つまり世界を造る前から、あな

たを選び、イエスのもとに来るようあらかじめ

定めておられたのだ。 

3. イエスはこの手紙の後半で弟子たちにこう述べて

いる。「あなたがたがわたしを選んだのではな

く、わたしがあなたがたを選び、あなたがたを任

命したのは、あなたがたが行って実を結ぶためで

ある」（ヨハネ15:16a） 

a. 同じことが私たちにも当てはまる。私たちがイ

エスを選んだのではなく、イエスが私たちを選

んだのだ。 

4. ローマ人への手紙8章は、次のように教えてい

る。「神はあらかじめ知っておられた人々を、御

子の姿に似せられるようにとあらかじめ定めてお

られた。それは、御子が多くの兄弟たちの長子と

なるためである。さらに、神があらかじめ定めて

おられた人々を、神はまた召し、召された人々を

義と認め、義と認められた人々を栄光に輝かせ

た。」（ローマ8:29-30） 

a. 私たちは神によってあらかじめ定められ、招か

れ、義とされ、栄光に輝かされたのだ。そして

ローマ人への手紙8章によれば、このあらかじ

め定められたことは、神の予知に基づいてい

た。神は、誰が御自分のものとなるかをあらか

じめ知っておられた。聖書は、神が主権者であ

ることを明確に教えている。 

E. しかし、37節の残りの部分では、イエスが「わたし

のもとに来る者を、決して追い出さない」と語るこ

とで、人間の責任についても教えている。 

1. すべては父から与えられているが、イエスのも

とに来る者は決して追い出されることはない。

私たちには、イエスのもとに行き、イエスに応

え、イエスを信じるという責任がある。追い出

されるかどうかは、個々人が信じるかどうかに

かかっている。 
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a. だからこそ、イエスは大胆にこう言われるの

だ。「わたしに従いたいと思う者は、自分を捨

て、自分の十字架を負い、わたしに従え。自分

の命を救いたいと思う者は、それを失うが、わ

たしと福音のために自分の命を失う者は、それ

を救うのである。」（マルコ8:34） 

b. ローマ人への手紙10章13節には、「主の御名

を呼び求める者は、だれでも救われる」とあ

る。（ローマ10:13） 

c. それゆえ、ヨシュアはイスラエルの民の前でこ

う宣言した。「今日、あなたがたは、誰に仕え

るかを選びなさい。川向こうであなたがたの先

祖が仕えていた神々か、それともあなたがたが

住んでいるこの地のアモリ人の神々か。しか

し、わたしとわたしの家は、主に仕える。」（

ヨシュア記 24:15） 

d. 申命記30章で、モーセは人間の責任について次

のように証言している。「今日、わたしは天と

地を証人として、あなたがたの前に命と死、祝

福と呪いを提示した。それゆえ、命を選びなさ
い。そうすれば、あなたとあなたの子孫とが生
きることができる。」（申命記30:19） 

2. 私たちは選択を迫られる自由な道徳的主体であ

り、その選択に対して責任を問われる。聖書も

この点を非常に明確に述べている。 

F. つまり、ここ37節では、この方程式の両面が提示さ

れているのだ。私たちの救い、すなわち永遠の行方

に関する、表裏一体の関係である。 

1. 父は、御自身のもとに来るすべての人をイエスに

与える（神の主権、神の選民、神の選び）一方

で、イエスのもとに来る者は決して追い出される

ことはない（人間の自由意志、自ら選ぶという人

間の責任）。 

2. 聖書はこれら両方のことを教えている。聖書が

これら両方の真理を明確に教えているからこ

そ、私たちはこれらの真理を把握できるのだ

が、私たちは有限な存在であるのに対し、神は

無限であるため、常にこれらの真理を完全に理

解できるわけではない。 
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3. 神の御業の中には、私たちの理解を超えるものも

ある。どうして両方が同時に真実となり得るの

か？ それは私が心配したり、説明したり、調和

させたりすべきことではない。 

4. ヨハネによる福音書6章37節について説教してい

た際、著名な説教者チャールズ・スポルジョン

は、神の主権と人間の責任をどのように調和させ

るのかと尋ねられたことがある。彼の答えはこう

だった。「私は決して両者を調和させたりはしな

い。この二つは決して対立したことはなく、完全

に一致しているのだ。違いがあると想像し、それ

を取り除こうとするのは愚かなことだ」。 

5. そして、もし私たちがどちらか一方に偏れば、も

う一方に固執するあまり、結局は片方を完全に排

除してしまうことになるのだ。 

6. 私たちはこの二つを調和させる必要はない。

私たちの有限な知性ではそれらは対立してい

るように見えるが、神の無限の知性と御心に

おいては、それらは完全な調和を保っている

のだ。 

G. 38～40節で、イエスは父の御心について、また、

父の御心を行うためにこの世に来られたことにつ

いて語っている。そしてこれらの節において、イ

エスは、神の主権と人間の自由意志が、私たちの

生活における神の御心の一部であることを明らか

にしている。 

1. 神が御子に与えたすべての者について（神の主

権）、イエスが一人も失うことなく、最後の日

に彼らをよみがえらせること、それが神の御心

である。 

2. また、イエスを見て信じるすべての人（人間の

責任）が、永遠の命を得て、最後の日によみが

えることも、神の御心である。 
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3. まったく同じ結果を二つの表現で述べている。父

がイエスに与える者たちは、決して失われること

なく、最後の日に永遠の命へとよみがえらされる

ことが保証されている。また、イエスを見て信じ

る者たちも、決して失われることなく、最後の日

に永遠の命へとよみがえらされるのだ。 

4. 私たちの救いは確かなものだ。私たちが父によっ

てイエスに与えられたからであり、かつ私たちが

イエスを見て彼を信じたからである。イエスは、

私たちが永遠の命へとよみがえるよう、必ず導い

てくださるのだ。 

H. この二つが同時に真実である仕組みを理解する必要

はないが、イエスが両方を明確に教えてくださった

のだから、これらの真理を確かに受け止めることは

できる。 

X. 聖餐 

A. さて、ここで私たちは主の食卓に集い、聖餐式に

与ることで、この礼拝を締めくくる。 

B. 礼拝チームと案内係が前に出てくる。案内係が皆に

聖餐のパンとワインを配るのを手伝い、その間、礼

拝チームが賛美の時間を導いてくれる。 

C. 今日、皆さんに伝えたいのは、聖餐の要素がキリス

トをどのように語り、指し示しているかを考えてほ

しいということだ。 

1. イエスは命のパンであり、天から下って来たまこ

とのパンである。イエスが弟子たちと最後の晩餐

を共にしたとき、パンを取り、それを裂いて、彼

らにこう言われた。「これを受け取り、食べなさ

い。これはあなたがたのために裂かれるわたしの
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体である。わたしの記念としてこれを行いなさ

い。」 

2. 杯は、カルバリの十字架の上で、あなたと私のた

めに注がれたイエスの血を表している。そこで

は、イエスがご自身の血によって私たちの救いを

買い取られたのだ。 

3. イエスは御自身の血によって新しい契約を立てら

れた。その契約によって、神の恵みが私たちの上

に注がれるのだ。この契約は、誰であれイエスの

もとに来て、イエスを信じ、それによって永遠の

命を受けるよう招いている。 

D. これから、礼拝チームが礼拝の時間を導いてくれ

る。これからしばらくの間、イエスがあなたのため

に何をしてくださったかを思い起こしてほしい。 

1. 主の砕かれた御体、流された御血を思い起こし、

主が導かれるままに、聖餐に与ってほしい。私は

普段のように再び前に出て聖書を朗読することは

しない。この時間を、主と共に過ごす時間として

ほしい。 

2. 礼拝チームが歌を終えた時、まだ聖餐を受けてい

ない人は、その時に遠慮なく受けてほしい。あな

たが主と共に過ごす間、主があなたを祝福し、守

り、その御顔をあなたに輝かせてくださいますよ

うに。 


